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毛織物の審戯｢シモ プリマルカツヲ

プ シムシ｣幼曲の腺皮回数 はつきて

山 11二Ⅰ 保 清

輔 F:i

｢シモフ1)マルカツヲブシムシ｣生活史の概要は､既に本誌第五既(｢昭和16年｣1941年)に登載

したO其際此種勃鼻の除皮回教に触きては､再調査の上 顎骨する旨､附記して値いたが､今

其大要を,略は.知ることが出来たので､此塵に追加鞄菅すること すゝる｡本文を革するに断れ

之が調査研究に､終始助力せらオしたる､谷口久代氏に厚く感謝の意を表す｡

賓 験 と.観 察

質 除 .期 間 昭和16年Ⅵ月乃至昭和17年7月｡

供 試 轟 昭和16年Ⅵ月5日晒化した,｢シモフ11マルカツヲブシムシ｣AnthrefluS

fuscusOli巾crの幼盤を､251些使用した｡

飼 育 餅 料 純毛の毛布朝と､艮轟籍死鰭を併用したO

飼 育 容 器 ｢ペ日)シャp-レ｣円筏7｢センチメ-トル｣､無さ3｢センチメートル｣のも

を使用したo ′

飼 育 皇 京大柴拳瓢毘轟革研究嚢内､煩虜の設備なき､曙墓同様偽装憶を施 した,
∫

自然湿度の豊で飼育 したO

研削ヒ直後の劾鼻を､ 1匹づ ､ゝ糾料と共に､それぞれ各 1僻の容器に入れ､同様のもの25個

を遭って､飼育観察 したO観察は毎日(但し日曜日を除 く)9時より12時迄の間に行ない､其臓

皮状況を記録 した｡観察記録の-)(要は別家に示した連打ごあるO

概 括

記録表によって明らかなる如 く､親祭賛散に供 した､25-匹の幼晶の中,3世は桶化に到 ら壌

して､弗死せるため､尭重なる挽皮回数は,知ることが出来なかったが､他の221空の勃曲恥

それぞれ愉化し､攻で調化して､売金に硬骨を垂ふせるため,之等の劫線に就き,其脱皮回数
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幼強の脱皮回数に闘する調査記錬
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を記るせば､最も少ないのか､ 5回で償かに1班｡液も多いのが､7回で71盤｡其他の勃曲は､

6回で14性あるO此驚験例によって考察すると､rシモア1)マルカツヲブシムシIl勃轟の脱皮回

数は.多 く怯､6回乃至7回で､7齢乃至8齢を数へられ.輔に､5回牒皮して､6齢鼠のあること∫

を知る｡ 〆

而 して,勤勉の齢親には相達があっても､峯は必らや,老熟幼主熟で越年し､翌年Ⅷ月上旬に

到って煽化するも叉,越年幼親の齢掛 ま､ 必 らやしも,菅一様ではないけれども､越年幼魚齢

期間の日数は､記録表に示 した通6)､殆んど皆同様であるO佃は叉､各個鰐によって､幼魚時

代に於ける股成田散には舶達があっても､婚化して帰化に到るまでの,勃鹿期間の長さ披､之

叉､記錐表に示した通り､略は1司棟の郎牧であることは､興味を引く事葦と考へる｡而 して､

22哩の勤勉期間の長 さの､平均日数は308日9時間狽となる｡之により､本誌第五既に萱乾せ

ら,余の(毛織物の賓副叫シモフリマルカツヲブシムシ｣に就きて)の記戦中､幼魚の促成回数に

関する記事は,之を削除 し､本記載を以て､之に驚き襲-ること すゝるo

｢終り｣


